
 

 

 

 

 

 

 2019年年末一時金 第2回集計  

単単純純平平均均 22..0055 ヵヵ月月 770000,,556677 円円、、加加重重 663311,,224477 円円  

＜回答状況＞ 

 2019年 2018年同期 

登録組合数  699 730 

回答組合数  255（36.5%） 309（42.3%） 

 うち上積み獲得    19（ 7.5%） 29（ 9.4％） 

うち妥結組合数   60（23.5%）   70（22.7％） 

＜回答内容＞（月数および金額） 

集計方法＆対象 2019年 2018年同期 （前年比） 

単純平均 
月数 2.05  2.14  －0.09  

額（円）    700,567  710,177  －9,610 

加重平均 
額（円）  631,247  703,847  －72,600  

組合員数（人）  65,017  96,621    

＊額または月数のみの報告があるため、双方は連動しません。 

＜前年実績と比較可能な組合における単純平均額・月数の比較＞ 

 組合数 うち前年実績以上 金額・月数 前年実績 （前年比） 

単純平均 
額（円） 141   75 (53.2%) 717,834 719,159 －1,325 

月数 218  150 (68.8%)    2.07    2.08 －0.01  

 ＜非正規の仲間の回答状況＞ 

 非正規・時給制 非正規・月給制 再雇用・時給制 再雇用・月給制 

単純平均 
額（円）   48,631   237,414   71,701  179,659 

月数  0.777    1.282    0.584    1.020 

＊額または月数のみの報告があるため、双方は連動しません。 
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第 3号 

2019 年 11 月 18 日 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は 11 月 15 日、2019 年

の年末一時金第2回集計を行い18単産部会から報告が寄せられました。 

 



＜集計結果の概要＞ 

回答引出し・妥結状況 

2019 度の年末一時金の第 2 回集計には、別表の 18 単産・部会から報告が寄せられ、登録 699

組合のうち 255 組合が回答を引き出しています。回答引き出し率は 36.5％となっています。夏季

一時金交渉での回答引き出し組合を中心に 60 組合から妥結報告があり、妥結率は 23.5%となって

います。 

 

全体の回答内容 

月数回答のあった 227 組合での単純平均月数（一組合あたりの平均）は 2.05 か月で、前年同期

（2018 年 11 月 16 日）の 2.14 月を 0.09 ヵ月下回っています。また、金額回答のあった 152 組合

での単純平均額は 700,567 円で、前年同期（710,177 円）を 9,610 円下回っています。加重平均額

（組合員一人あたりの平均）は 631,247 円で前年同期（703,847 円）から 72,847 円減となってい

ます。 

製造、運輸、通信が昨年をやや上回る回答を引き出しているものの、卸売・小売、マスコ関係な

どで厳しい回答状況となっています。そうした中、生協労連の組合ではスト権を配置してのたたか

いをたたかっているとの報告も寄せられています。 

月数では、JMITU（4 組合）、建交労（2 組合）、JMITU・通信本部（2 組合）、金融労連（1 組

合）、民放労連（6 組合）、出版労連（6 組合）、映演労連（3 組合）、日本医労連(1 組合)の 26 組合

が 3 ヵ月以上の回答を引き出しています。また、額では 11 組合が 100 万円以上の回答を引き出し、

そのうち 3 組合が 200 万円以上高額回答を引き出しています。 

 

前年実績比較可能な組合での回答状況 

月数で同一組合での対比が可能な 218 組合の単純平均月数は 2.07 ヵ月で前年実績を 0.01 ヵ月下

回っています。218 組合のうち、前年実績を超えた組合が 55 組合(25.2%)、同月数が 95 組合(43.6%)

となっています。 

また、金額で同一対比が可能な 141 組合での単純平均額の結果を前年実績と比べると、717,834

円で、前年実績を 1,325 円下回っています。141 組合のうち前年実績額を超える回答を勝ち取って

いる組合は 67 組合、同額が 8 組合となっています。 

 

パートなど非正規の仲間の一時金 

 非正規ではたらく仲間の一時金獲得は、別表の 5単産 119組合から 194件の獲得報告が寄せられ

ています。 

 このうち、時給制労働者の一時金獲得では、郵政ユニオン、生協労連、映演労連、日本医労連で

104件の獲得報告となっています。月数報告のあった 80件の単純平均は 0.777ヵ月、金額報告のあ

った 44件の単純平均は 48,631円となっています。前年比較可能組合でみると、月数・金額で前年

実績をじゃっかん下回る結果となっています。最賃の引き上げに伴い、時給単価の引き上げの動き

の一方で、その分の一時金の引き下げを提案する動きが見受けられます。年収ベースでの賃金改善

につながるたたかいをすすめましょう。 



 月給制労働者では、JMITU、郵政ユニオン、生協労連、映演労連の 67組合での獲得となり、月数

の単純平均は 1.282ヵ月、金額で 237,414円となっています。前年比較可能組合では、月数・額と

もにじゃっかんのマイナスとなっています。 

 時給制の継続雇用者では、生協労連で 4件の引き出しとなっています。月数の単純平均で 0.584

ヵ月、金額では 71,701円となっています。 

 月給制の継続雇用者では、JMITU、郵政ユニオン、生協労連で 10 件の引き出しとなっています。

月数の単純平均で 1.020ヵ月、金額では 179,659円となっています。 

 

＜参考：他団体などの一時金集約状況＞ 

●連合の回答集計（第 1回集計・11/8） 

金額（円） 

集計組合 加重平均 単純平均 

組合数 人数（万人） 金額 昨年実績 金額 昨年実績 

727 49.3 688,520 717,433 584,438 562,736 

 

月数（ヶ月） 

集計組合 加重平均 単純平均 

組合数 人数（万人） 月数 昨年実績 月数 昨年実績 

880 73.9 2.31 2.41 2.21 2.18 

 

 


